
 

PRESS RELEASE 

2019年 1月 25日 

＜報道関係各位＞ 

株式会社ジェーシービー 

 

JCB、『「5」のつく日。JCB で復興支援』を今年も実施 

～2019年 2月～5月の「5」のつく日の JCB カードご利用 1回につき 1円

を支援金として拠出～ 
 

株式会社ジェーシービー（本社：東京都港区、代表取締役兼執行役員社長：浜川 一郎、

以下：JCB）は、東日本大震災などの自然災害によって被災した地域の復興支援を

目的に、『「5」のつく日。JCB で復興支援』を 2019 年 2 月～5 月の間、全 12 日にわ

たり実施します。本取り組みは、これまで 2011 年から 8 年連続して実施してきました

が、被災地の自立的復興・再生に向け、お客様とともに取り組んでいきたいとの想い

から、本年も実施するものです。  

 

 『「5」のつく日。JCB で復興支援』では、対象月の「5 日」「15 日」「25 日」の JCB カー

ドご利用 1 回につき 1 円を被災地への支援金として JCB が拠出するもので、会員の

皆様は JCB カードでお買い物するだけで、被災地の復興支援を行うことができます。

第 8回までの累計で、約 4億 5千万円の支援金を拠出しました。 

 

本取り組みによる支援金は、公益社団法人日本フィランソロピー協会（※1）を通しての支援をは

じめ、さまざまな復興支援活動に役立てられます。これまでの支援金は、同協会等を通じて NPO

法人などに寄付され、被災者の自立支援やコミュニティ再生、次世代育成、地域文化や産業の振

興などの目的に有効利用されています。 

 

『「5」のつく日。JCBで復興支援』 第 9回 概要 

実施日 

(全 12日間) 

2019年 2月 5日(火)・15日(金)・25日(月) 

3月 5日(火)・15日(金)・25日(月) 

4月 5日(金)・15日(月)・25日(木) 

5月 5日(日)・15日(水)・25日(土) 

対象取引 ＪＣＢブランドカード会員による国内ショッピング取引（※２） 

※1 1960 年に発足し、2009 年に公益社団法人としての認定を取得。企業の社会貢献活動を中心

に、従業員をはじめ一般市民のボランティア・マインド、寄付文化を醸成するためのきっかけ

づくり、受け皿の育成など、さまざまな社会貢献プログラムを実施。 

※2 一部、対象外となる取引およびカードがあります。 
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JCBグローバルサイト、JCBブランドサイトでも、『「5」のつく日。JCBで復興支援』を

ご紹介しています。 

JCBグローバルサイト  

https://www.global.jcb/ja/about-us/responsibility/social-environmental-activities/5day-

reconstruction-support/index.html 

JCBブランドサイト https://www.jcb.jp/brand/csr.html 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜報道関係者からの問い合わせ先＞ 

株式会社ジェーシービー 広報部 広報グループ 

TEL: 03-5778-8353  
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別紙：『「5」のつく日。JCBで復興支援』 第 8回の支援実績（抜粋） 

 支援先団体 団体の活動内容と「5」のつく日。JCBで復興支援 支援内容 

1 一般社団法人

三陸駒舎(岩手

県釜石市) 

【団体の活動内容】 

南部曲り家など地域固有の資源を活かし「馬と共に生きる暮らし」を再生す

ることで、交流人口の増加や地域活性化を図り、持続可能な地域の未来を目

指す。 

 

 

 

 

 

【支援内容】 

震災のトラウマや PTSDなどストレスを抱える子どもたちを対象に、馬の力

を活用して心とからだをケアするプログラムの構築と実施を支援。 

2 特定非営利活

動法人熱気球

運営機構（長

野県佐久市） 

【団体の活動内容】 

東日本大震災で被災した子どもたちに「復興する自分のまち」を熱気球に乗って見

てもらい元気づけることで、被災地の住民同士の交流も深め、地域の課題の解決

を目指す熱気球イベントを開催。 

  

 

 

 

 

 

【支援内容】 

第 28回「空を見上げて」INいわきの開催を支援。 

3 特定非営利活

動法人岡山マ

インドこころ

(岡山県倉敷

市) 

【団体の活動内容】 

精神障がいの方々が地域の一員として暮らしていけるよう、障がい者福祉施

設の運営など様々なサポートを展開。 

 

 

 

 

 

【支援内容】 

「平成 30年 7月豪雨」で被災した、障がい者グループホームの再建を支援。 
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その他の支援先（25団体）： 

特定非営利活動法人エティック 

特定非営利活動法人応援のしっぽ 

特定非営利活動法人大熊町ふるさと応援隊 

一般財団法人オーバーザレインボウ基金 

一般社団法人こころスマイルプロジェクト 

一般社団法人三陸ひとつなぎ自然学校 

特定非営利活動法人じぶん未来クラブ 

特定非営利活動法人 SET 

株式会社仙台放送 

特定非営利活動法人底上げ 

特定非営利活動法人チャイルドラインみやぎ 

公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン 

特定非営利活動法人つながりデザインセンター・あすと長町 

一般社団法人 Tsubomi 

特定非営利活動法人難民を助ける会 

公益社団法人日本フィランソロピー協会 

一般社団法人はまのね 

株式会社べガルタ仙台 

一般社団法人ボランティアステーション in気仙沼 

特定非営利活動法人ポラリス 

特定非営利活動法人まぁむたかた 

合同会社巻組 

特定非営利活動法人リアスの森応援隊 

陸前高田市復興支援連絡会 

株式会社リバネス 

 


